
《児童支援専任より  ☆ いのちにかかわること 編 ① ☆》 
子どもたちは日々、家庭・学校・地域の中で生活しています。とても広

い範囲のように感じますが、ひとたび悩みが生じてしまうと、一人で悩み

を抱えてしまったり、思いつめたりして狭い範囲でしか、ものごとを捉え

られなくなってしまうことがあります。その先に、自分を傷つけることで、
その苦しみから逃れることを選択してしまうこともあるかもしれません。 

このような状況になってしまう前に、学校として子どもたちには以下の

ようなことを全校児童につたえました。保護者さまにもご承知おきいただ
き、お子さまが一人で悩みをかかえていたり、友達から悩みを相談された

りした際の受け皿となっていただけると幸いです。 
【子ども向け資料】 



《児童支援専任より  ☆ いのちにかかわること 編 ② ☆》 
不動丸小学校の学区は、広く、坂道や細い道が多くあります。

そんな通学路を多くの子どもたちが不動丸小学校まで通ってきて
います。子どもたちの登下校を PTA 役員、PTA 校外委員さん、
学援隊の方々が見守ってくださっています。学校でも、度々、学
級指導や朝会で全校に注意喚起を行っています。 
しかし、依然として安全とは言えない歩き方をしていることが

あるようです。家庭で、以下の資料を使って、お子様と話をして
もらえると幸いです。 

【神奈川県警察ホームページより】 



 


